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ＰＩプロセスとは

【ＰＩプロセス】

ＰＩ＝ （パブリック インボルブメント）Public Involvement
（日本語訳：住民参画、市民参画）

ＰＩプロセスは、①計画の早い段階から市民参画の導入を図り、計画決定プロセス

の、透明性・客観性を高め、公正な判断を行うこと、②道路計画に市民等の意見を反

映する手続きを定め、より良い計画づくりを資すること、③公益的な視点で計画の必

要性の判断を行った後に、公益性と市民等の利害を調整するという段階的な手続きを

構築し、計画決定プロセスを効率的に進めること、を目的としています。

大野目交差点の立体化計画については、既に平成２年に都市計画決定されておりま

す。今回行う大野目交差点改良事業のＰＩプロセスは、事業実施段階におけるＰＩと

事業範囲内の全ての沿線住民や事業所等を対象とした「地域住民懇話会」を組して、

、設計の具体的な基本方針について意見交換を行い、設計内容を確定していくこ織し

とを目的としています。

なお、透明性、客観性、公正さを確保するため、第三者機関（委員会）を設置し、

地域住民懇話会での対応方針について助言等を頂くこととしております。

◆これまでのＰＩ経緯

H17.6  第２回地域住民懇話会
(地権者、借地者、周辺住民)

H17,1  第１回検討委員会

●要望５項目に対する回答

個別意見交換会
(町内会)

周辺住民に特定した活動

H19.2 第２回検討委員会

●これまでのＰＩ活動に対する評価・助言等

H16.12  第１回地域住民懇話会

H19.3 第３回検討委員会

●今後の景観検討の進め方等
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■ＰＩ手法の設定  

 －委員会・懇話会（直接対話型）方式により実施― 

意見・要望

計画案の提示・調整

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊検討内容によっては、対象メンバーを随時変更。 

 

ファシリテータ

（コンサル） 
事業者：国交省 

過去２回開催済 

・周辺住民 

 鈴川地区代表 

沿道住民 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域住民懇話会、一般市民から得た意見・要望 

の調整・取りまとめ 

・計画素案作成と委員会提言、要望に対する検討 

・委員会、懇話会での意見要望、検討内容及び事

業の進捗状況等の情報提供 

○学識経験者 

○経済界 

○マスコミ     

○弁護士 
第２回検討委員会

Ｈ１9.2.9 開催済 

第１回検討委員会

Ｈ１７.１.２７開催済 

大野目交差点改良検討委員会

（第三者機関） 

大野目交差点改良技術検討会 

（ワーキンググループ） 

過去２回開催済 

・借地者 

 借地者全員 
過去２回開催済

・地権者 

 地権者全員 

行政機関 

国土交通省、山形県、山形市、県警 

地域住民懇話会 （直接対話型） 

助言等 

結果報告 

計画案の提示 

意見要望まとめ

委員会 

結果 

意見募集

情報提供

情報提供 意見募集

【情報提供】 

・ＨＰ ・ニューズレター ・市広報 

・マスコミ ・オープンハウス 

【意見募集】 

・メール ・電話 ・コメントカード 

ＦＡＸ 

一般市民 


	besshi-2.pdf
	besshi-3.pdf

